




































































A -R (Movement Education and Therapy Program 










































































































A : ~ 10年 (31 人)、 ~20年 (2 人)、 ~30年( 1 
人)、 ~40年 (3人)計37人
B : ~ 10年 (33人)、 ~20年 (16人)、 ~30年











































カテゴリー A B 
-遊びを通じでするためわかりやすく、楽し 15 15 
んでできる
-体を動かすことで遅れている部分や言葉な 12 15 
どの発達を促すことができる
-子どもの興味関心や、発達の状態に合わせ 1 6 
てプログラムできる
-身近な環境や様々な遊具を活用できる 10 
-子どもの意欲や自信・幸福感・達成感など 9 21 
心の発達を促すことができる
-協力性や協調性・他者意識・ルールを守る 8 31 
など、社会性を育てられる
-身体感覚や身体概念・身体の使い方など、 7 1 
体の機能を知ることができる
-様々 な感覚を活用できる 6 8 
-いろいろな経験を増やせる 4 。
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図3 ムーブメン卜教育・療法を自分の保育・療 図4 ムーブメン卜教育・療法を自分の保育・療育に取




i柔軟に子どもにあったステップを踏める 141 9.3 
i子どもの興味関心に基づいて実施できる 141 9.3 
i子どもの成長や発達の段階を実感できる 11 2.3 




i身近な素材を使える 1 21 4.7 
iやり方が決まっていないので、自由にで121 4.7 
きる










































































































































































カテゴリー 数 % 
① 親子活動 1 3 3 4. 2 
② 集団活動 7 1 8.4 
③ 療育活動 6 1 5.8 
④ 毎日の活動 4 10.5 
⑤ 少人数の活動 3 7 . 9 
⑥ 遊びの中で 3 7 . 9 
⑦ デイサービス 2 5.3 
表6 ムーブメント教育・療法を自分の保育・療育
に取り入れたい場面 :8
カァゴリー 数 % 
① 集団活動 2 0 3 2. 8 
② 親子活動 1 0 1 6. 4 
③ 毎日の活動 1 0 1 6.4 
④ 遊びの中で 1 0 1 6. 4 
⑤ 課題への導入時や離脱した 6 1 O. 0 
子どもの誘導時
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